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Ⅰ 平均価格と階層別一般物価

以下の考察において,m個の商品とn個の所得階層に分割された価格-数量データを考え,こ

れらデータが次のようなデータ行列に配列されているものとしよう｡ここで,

<価格>

1-･--叩く階層)- - ･-･･･〟

･(商
品
)

〟

<数量>

1-･･･--(階層)----･〟

p:･･･････-･･･--･･･ ･ ･ ･･M pT 1

(商
品

)

pL-･･･････-.･･･････-･･･- pNM N qJ ･-.･････-.･･--･･･-･･･qNM

piと qfはそれぞれ)'所得階層が購入する i商品の価格と数量であるoj所得階層の効用函数u''

は,

u j-弘'(ql',･･･.･･- ･･･, qふ ) (1･1)

によって表わされる ものとする｡

i商品の価格は所得階層別に相違するから,階層間の交換比率E)を導入して,

pi-(∑ E'pf gl)/i;qf, i-1,--････,N (1･2)ノ ノ

と書くことができよう｡他方,階層間の交換比率は,ノ所得階層の商品購入のための現実の支出

と(1｡2)で定義された階層間の変化を反映する i商品の価格との関係で,次の式で与えること

が可能であろう｡

E'- (∑piqi)/ (写piqi), )- 1,.･･-･-･･Mも 一

一 1 -

(1.3)



Ejの逆数 (1/E')は,階層間の変化を反映する商品の価格のもとで,現実j階層が支配しう

る商品の購入量を表わすものと考えることができるから,それは)'階層が持っ購売力と解釈する

ことができよう｡

(1･2)と(1･3)において,未知の変数はp乙とE)'であるO重要なことがらは,これらが相

互依存的な関係の中で同時に決定されることであるoいま(1･2)で与えられるpiを商品もの階

層間平均価格 (ま･たは単に,平均価格), (1･3)で示されるE)を階層 jの一般物価と名付け

ておくことにすれば,上に述べた事実は, ｢各商品の平均価格と各階層の一般物価は同時的に

(1,2)と(1.3)において,決定される｣ことを主張する｡P乙とEjが(1.2)と(1.3)の解

として決定されることは明らかである｡すなわち, (1.2)と(1.3)から,

Ej- ∑ (p乙/ pf)(pfqi)/(∑ pZqi/pi) (1･4)
i )

あるいは,

p乙- (1/M)∑ pfE' (1･5)ノ
が得られる｡ (1.5)は単体上での連続写像であるから,プロウェルの不動点定理によって､ こ

の関係を満すEjの存在を主張することができる｡

いまk所得階層とJ所得階層の間で比較された一般物価指数を I(k,i)で表わし,

I(k,i)- (pk/p∠) (1.6)

で定義する｡ I(k,i)が指数形式における循環テスト(circularitytest)を満足することは

見易い｡ したがって,

Z(A,～)- I(k,A)･Z(A,i) (1.7)

そこで,このようにして解かれる階層間で比較 された一般物価指数の性質を詳しくしらべる

ためには,次の2つの方向-の検討が必要であろう｡その第 1は,指数形式の整合性を保証す

るための各種のテストの結果を明らかにすることであるOこれによって,原子論的接近の見地か

ら見たこの種の指数形式の内的整合性を確認することができる｡第2は,本節の冒頭に表示 した

価格-数量データに基いて, PiとE)の実際の数値を計算する方法を検討することである｡ こ

の点は指数論の立場から特に重要である｡なぜならば,指数のさまざまの形式と算式の考案が示

しているように,指数論の立場からすれば実際の価格-数量データにもとづく計算の実行可能性

が問題であって,単に(1.2)と(1.3)の関係を前提にp,とEjの存在が確められるだけでi

は数量分析の徹底を欠いていると言わざるをえないからである｡これらの2つの点は,ここで提

案される階層間で比較される一般物価指数の構想を展開するのに当って無視することのできない

問題である｡ しかし,ここではこれらの問題の検討を別の機会に委ねて,もう1つの指数理論上

の問題に注意を向けることにしよう｡
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Ⅰ 階層別-般物価の函数論的接近

指数の形式と内容を意味づける指数理論上の伝統的な接近方法は, しばしば ｢原子論的接近｣

と ｢函数論的接近｣の名で区別される｡前者が強調するのは統計的な指数形式であり,後者は主

体行動に関するミクロ経済理論の基礎から見た指数の意味を強調する｡この見地から前者の接近

から導れる指数を統計指数,後者の接近に基いて誘導される指数を経済指数と呼ぶこともある｡こ

の整理に従うと,前節で議論された階層間で比較される一般物価指数は ｢原子論的接近｣の考え

に添って統計的指数を提案しているのに過ぎない｡例えば,階層の一般物価の決定酎肖費主体の選

択行勤から結果する価格-数量の決定関係とは全く切り離されたままだからである｡それ故,前

節の推論に従って,E'-が決定され,またそれが指数形式の整合性を保証するさまざまのテス ト

を満し,その上にE''の数値計算の方法が考案されたとしても,階層間で比較される一般物価指

数の考え方は依然として経済理論的な根拠と正当性に欠けている｡それならば,前節の階層間で

比較される一般物価指数を経済理論の立場から根拠づけることは可能であろうか｡また,そのこ

とはどのようにして達成されるのであろう｡

ここで,われわれ勘 CPIが消費主体の等効用函数上での比較の見地から経済指数として根

拠づけられて来たことを想起することが必要であろう｡同様の ｢函数論的接近｣の考え方をE)

の決定の中-持ちこむことを考えよう｡簡単のために, ノ階層に属する人々を1人の消費主体と

考える｡この仮定は特定の階層に含まれる個人の集計 (aggregation)にきびしい制約を要請する

ものであるが,ここではその制約の内容に立入らない｡一般的に言って,この制約はきびしい内

容のものであるかもしれないが,全く根拠のない内容のものではない.そこでEjの決定に関し

この消費主体が次の関係で行動するものと考えることは合理的であろう｡

Ej-Min偏 q之Iuj(q)-uj(q'')I/苧pfqi-

ただし,q)は(111)で定義された効用函数を作る商品のべク ト′レ

q'- (q十 ･･････････qニ)

であって,ベクトルの形に表示された次の予算制約

pjq- p j q }

p'-(pfI.･･-･････p'N)

(2.1)

(2.2)

(2.3)

(2.4)

のもとでu](q')を極大にする商品ベクトルを表わす.(2･1)はj階層の一般物価を,商品の平

均価格べクト′レ,

p- (pl･I--･ ･･･-･PN )
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を所与として,ノー階層の消費主体の効率的な商品べクト′レが与える効用と同じ効用の水準を達成

する条件のもとでの支出金額を極小にする支出金額と現実のそれとの比率によって与えることを

意味している｡ (1.1)において効用函数を線型同次函数に特定化するならば,

旭 n 土工 piqiIa,I(q)-uj(!'))- piqi' (216)

と書くことができて,(2.6)は (1.3)に帰着する｡

(2･1)を (1･2)と連立してpiとE)-を決定する問題は,すでにPrasadaRaoによって

解かれ,piと Ejの存在と一意性が証明されているoしかし,前節でも言及しておいたよう

に,PrasadaRaoの試みも存在と一意性の証明に止まっており,解の数値計算のアルゴリズム

にまでは及んでいないoこのア/レゴリズムの一般的な解法は不動点定理による均衡解のアルゴリズ

ムの展開と言う興味ある問題の領域に関連している｡しかし,ここではその領域に立入る用意が

ないので,効用函数の特定化による解法を示すことにしよう｡

函数論的接近による指数理論の展開において相似拡大的な効用函数を特定化することによって

指数の性質に対する見通しが明瞭になることが多くの研究によって指摘されている (例えば,

Samuelson-Swamy)｡そこで,相似拡大的な効用函数のクラスの中から特によく知られて

いる若干の函数型をえらんで,これらの函数型から誘導されるPiとEjの決定を考えてみようO

検討される函数型は,(i)Cobb-Douglas,(ii)OES,(iii)Bergson,(iv)Minkowski

-H61der, (V)ACMUS, (vi)Klein-Rubin,(vii)Addi-1og型のそれぞれである｡

Ⅰ 若干の相似拡大的な効用函数のクラスにおけるEjの決定

(2.1)で設定したEjの一般的な性質をはじめに考察しておこう｡最初に,

･inl差piqtIuj(q)-a,'(qj,)
を考える｡

p)を制約式 u'(q)-u,)(q')のラグランジェ乗数とすれば,最小化の一階の条件として,

.au)

pi二 P'-両 (i-1,2,･･･.･･-･･･-･N) (3.1)

が成立する｡

次に,

･gxluj(q引 去pfqf-I,)
を考える｡

〟

スノLを制約式 吉piqi-I'lQ,ラグランジ-乗数とすれば,最大化の一階の条件として,
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芸 - i,pi (i-1,2,･･･.･.･･,･･･,N)i

が成立する｡

ここで,効用関数が, 7n次同次関数のときは,オイラーの定理により,

岩 音 ･qi- -紘,

が成立するから,

〟

(3･1)より ∑Piqi - P)77iu)(q)五一il
.〟

(3･1′)よ｡ l'夏1Pfq:- 7nuj(q')

となる｡

従って, 払'(q)-u'(q')であることを考慮すれば,

EJ= 1]pJ

(3.1′)

(3.*)

が得られる｡この関係はEjの誘導にとって基本的な関係である.また,ここで(1/}')が間

接効用函数から誘導される最小の支出函数を与えることは興味深い｡

(i) 効用関数 u'(q)がCobb-Douglas型のときの Ejの決定
〟

u'(q)- tPl(q乙)
N

但し,a]'>0,左ai-1 forallj を考えるoi

∂Tb'_ ai弘'(q)

∂qi qi

だから,(311)より,

p-- JL'a!u'(q)/ q乙も 乙
従 って,

qi=
JL)a3uj(q)
Pi

uj(q)-畳(
これから,

p'a3u'(q)
Pi

p,-畳(慧)a3

)aZ-p,a,(q)畳(評

-5-



が得られる｡

一方,

∂u]

aqf
-afu'(q')/ qf

だから, (3.1′)より,
aてu'(q')/ qi- ス'pi8

従って,

q3-
aZu'(q ')
Apj

a,(♂)- 8m:1(

これから, Ⅳ

i)= rI
tL-1

従って,(3.*)により,

〟
Ej- 1)p)= n弓三日

ljpて ′ }}

∫
(許 (j-1,2,･･･--･..･M)

さて,現実の価格および数量データから,パラメーターal'の決定は各商品に対する支出シェアI

の一定を仮定すれば容易である｡

すなわち(3.1)より,

a'u'(q')乙

qf 〟
1}pL!

が成立しているO夏la3-1に注意すれば,
〟

払'(q')- 1'具pfqf
が得られる｡従って,(3.2),(3.3)より,

,ノ.i
α

が求まる｡こ

Ⅳ

∑
Tは～れ
pZqf
総支出額のうち,案 i財-の支出額の比に等 しい.

よって第 ノーSltuationの交換比率は,

pfqL

:; 千
E]= Il

1ノ.i
ロ▲
,ノ.-p

〃

∑
Tr

h･-･-
び

阜ⅣE].IL二
＼ヽ~ノ_

-6-

(3.2)

(3.3)



事

1ノ
.'〉ぴ

∴..5'
.,ノ･乙∩】

(ii) 効用関数 u'(q)がCES型のときの E'の決定

u,.I(q,-[星af･(qi,-P'rpB〟

但し,aて>0,i;lai=1,J5'>~1a

(1)の場合と同じようにして, JLjとス'を求める｡若干の計算の後,

ならびに,

lj=
1 〆〟∑(ai)l'P'(pl)1+P'zl=l

が得られる｡従って,(3.*)により,

Eノ=1)p)=

1 ノダ)

i!1(all)l'P'(pi)l'P'
N JT- _空

∑(af)1'P'(pi')l'P
Fiil

さて,現実の価格および数量データから,パラメーターa上 〆 を決定することは,次のように
してできる｡

∂uj･(q,) ai(qf)-直 Du,(q,)

aq] [岩af'(qi,-Pj]
だから,(3.1′)より ,

af(qf)-(外 1)u'(q')

[真 a佃 '-Pj]
(3.4)より,

- 1'pZ

[具現)一P']u,(qj' .N

=1㌦;1Pfqf
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これから,

i)= u](q')

,.蛋.p冨q3
これを(3.4)に代入すると,

af(qi)~̀P''1㌦ ,(q,) pfu,(q,)

従って,1)

[i;aI(qr P j ]

af(q3)-P'

さて,次の平均支出シェア

a3(qi)-P'
〟
乙写la:(qf)-3'

(3.5)

N

∑ p'iqi
EEJ‖

lpfqf/i芸.轟 )が掘 であると仮定すると,(315,より,

= W!

〟

但し,W'…piqf/乙EIPZqL!～
従って,

a,--W:(qf)P'[星af(qf)~P']1

〟

いま,真af(qf)-P'- Q ' とお け ば ,(3･6畑 ,

a ,- wi(qf)P ' Q '之

(3.5′)

(3.6)

(3.6')

〟

と な る o邑af - 1 で あ る こ と を 考 慮 すれ ば,パ ラメーターaf･P'蛸 定できる02)
こ の ように し て 決 定 し た パ ラ メ ー タ ー 83,p̂'を用いれば,交換比率は,

1 βノ

となる｡

〔Appendix〕

a:(ql)-p'… Z,とおけば,乙
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(3.5つより,

zi'- wi't星zf'I
あるいは,行列の形式に書き改めて,

W) ･Z)= o

但し,

1lu,i -wf--･.･･--- ･･-W'1

-u,i 1-wZ-,････--･･･-･‥ -W'2

- wi - Wふ 1-wL

(3.7)

zj - [zf･Z'2･･････.･･･-, ZL]′3'

o ≡ [0, 0,-----,0]′

〟

Wの第 k列の列和を考えてみようoWてがShareweightであることに注意すれば,左 W:- 1 でi

あるから,すべての列和がゼロであるO従って,定数倍を除いて一意の半正の解 zj*が存在する.4)

従って,iN;lZi*- 1になるように基準化すれば,(3･7)よ- かなように,
Z!'*=a/乙 古

となる｡変数をもとに置きもどせば,

af(q:')-P̂'-WてI
従って,

aて- wf(ql)P̂j乙
〟

吾lâf-1 に注意すれば,

･-具wf(qi')P'

(3.8)

(3.8')

(3.9)

となり,よって,これから8,が求まるOこの結果を(3･8′)に代入すれば,âZが求まる05)
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(iii) 効用関数 u,(q)がBergson型のときのE)の決定

u'(q)-

〟

真 a輝 )b'･ (b'≒0)
〟

∑af[logqi], (b'- 0)6)L=1
但 し, a了>Oの形に表わされる効用函数は Bergson型の効用函数と呼ばれるoまず,l

〟

u,(q)- ∑ α 3 (q i)b'
hI~il

の場合について考えよう｡

(1),(2)の函数形の場合と同 じように最初に 〝ノを求める｡簡単な計算によって,

〟ノ= [邑(a声 (pi,* ]豊

bjtu,(q))隻
が得られる｡同様に,

lj =

〔差 (α声
堅塁

(pf)bj

となる｡よってβノは,(3･*)から,

EJ= ス)p]-

丁:二
I L,)

〟

∑(αZ)b'-1(pi)bLli=1
〟

差1(｡3) b'll(pi)bj-1

(3.10)

(3.ll)

として計算される｡

さて,現実の価格データおよび数量データから,/巧 メーターαZ,b'を決定するためには次
のようにすればよい｡

(3.ll)の誘導の過程で次の関係の成立は見易い｡

bノα3(qf)b'- " piqI

および,

. 〟 〟

A,iEla3(qi)b'- i,乙!lPfq3
従って,
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α3(qf)b' p]q?

差 af(q3)b' 差pfq3

_- tl,!

が得られるOここで,u)!は,支出のShreweightである｡a

いま, a3 (qf')b'- zfとおけば,(3･13)は,
〟

･:-〟.:.i..:･乙

となる｡行列の形式表示にすると,

W}･ZJ- 0

但し,

1-u,f -wi ･.･･.･････-･- - u,i

-W≦11W2'･･･--･･‥･････-W'2

-Wん 一成 --A.･･･-･-･･ i-W'N

(3.13)

Z'-[zf,Z2',.･･--.･･･,ZL]′
0 - [0,0,･---･--,0]′

wjの各列和､がゼロであり,対角要素は正,非対角要素は負であるから,体系Wj･zj-Oは,

定数倍を除いて,一意に半正値解をもっ｡7)

従って,いま,

.〟

EzLI*- 1乙=1

と基準化すれば,

ai(qfl)b̂'≡Zて*-wj8 乙

が得られる｡即ち,

aI.-W3(qf)-b̂ja

従って簡単のため,

-1iJ-



蓋 âi-1i=1
と仮定すれば, 8)

/＼N .̂
∑a3-1-蓋wf(q了)~b'i-1 i-1

からb̂jが求まり,･結局, âfも決定できる｡従って,このようにして推定したパラメーターâ3,
b̂'を用いれば,E'は,

E)=

となる｡

次に,

N l 言}
∑(a-:) 3''-1(pi)3 ' - 1
日f･iJ

〟

u'(q)-∑af[logqi]i-1

の場合について,同じような手続をくり返す｡

計算の結果,

E) = 1}p)=

がえられる｡そこで現実の価格および数量データから,パラメーターαてを決定するのには次のよa

うに考えればよい｡

このE)の誘導の過程で,

･j-1'pfq'iI
および

〟 〟

吉laiエ スノ≡lPiqi
が成立する｡従って,

･.: (,:I.I:

新 一 ~賢才√ … wi

(3.14)

ここで,Wハは,支出の Shareweightである｡(3.14)を行列の形式に書きあらためるならば,a

W)･A)- 0

- 12-



となる.但 し,W)は,前に出てきたように列和がすべてゼロで,対角要素がすべて正,非対角要素

がすべて負である〃×〝の行列である｡また,

Aj- [a'1, α2',･･･--･･････,aん]′

である｡

従って,定数倍を除いて一意な,半正値解をWj.A'- 0はもつ｡いま,

Z:机 上 1F)←rl
と基準化すれば,9)(3.14)からただちに,

âて= Wてr i

を求めることができる｡

従って,このようにして推定したaさを用いれば,Eパま,

真(芸)wi
Ej= n

I..-

.,'..:位旬〃E=7-
二

.
-
′nq

はたま

(芸af'- 1の場合 )El-il

〟

(kB合'k-Cノの場合 )
と表わすことができる｡

(iv) 効用関数 W,(q)がMinkovvskト Htilder型のときのE)'の決定

いま効用函数 u}(q)が

W,A(q, - [星 (qi,a] i

但し,αキ0, 1>aと表わされるとき,この効用函数は Minkowski-H81der型であると言

う｡

このときも簡単な計算によって,まず JL)を求めることができる.すなわち,

p,-[真 (pi,A]与
である. i)についても同様であるO

ー13-



故に,(3.*)により,

E)=1ノp}=

さて,現実の価格および数量データから, αは次のようにして求められる｡

1'の誘導の過程において,

a)(qJ)

および,

(qf)a

[2:(qf)a]i-1
- 1'p3qi

〟

u'(q')- 1'∑ p雄tl～=l

が得られる｡従って,

(qi)a
- - - pi q3 … wi

[差 (qf')a] S=lPL'qf

となるOここで,u弓 は,支出のShareweightであるo

(3.15)

前の議論と同様に,(3.15)は,

W ) .zj-O
と表わされる｡但 し,『 ノは,各列和がすべてゼロで,対角要素がすべて正,かつ,非対角要素が負
である〃×Ⅳ行列である｡また,

Z'- [zf,zZ,-･.･･-････,Zん]′
0- [0,0,-･--･-･,0 ]′

で,zl}--(ql!)aであるO
従って,(3･15)は,定数倍を除いて一意の半玉値解 (zf')*をもっ｡いま,

岩(zf)*- 芸(qf)a- 1も=l i-1

と基準化すれば,

(qf)a-wf (i- 1,2,･･･-.･･･,N)

が得られる｡これから倉が求まる.即ち,

(i-i,2,･.･.･･･････-,N)

- 14-



従って,

E)-
N . a
昌(pf)J京丁

(V) 効用関数 u,(q)がACMSU型のときの Ejの決定

ACMSU型の効用函数は,

u,(q)- plluj(S)(q(S))]Ps' 11)

∫

ここで,

1

u ,(S)(q(S))- [iEENsαi(qi)-Ps'] P三

･j>O,p'S>O, 畠 p'3- 1a

-1<Pf<∞,83≒ O

のように書くことができる｡あるいは対数型で,

∫

･ogu'(q)- 3SlP's log uj'3'(q 'S))

とも書く.まず pjを求めるO若干の計算によって,

p, - 抽iEw(saf,o"p).-0,3lh ] p'S

が得られる｡

一方,同様の議論により, ljを求めるための計算をくり返すと,

p)S
Aj=

が得られる｡
拙 ENc(a3,61(p3,I-0 'si可 p 's

(3.16),(3.17)を用い(3.*)を考慮すれば,

Ej- i)LEJ= 99lltie:No(al)Os'(pa,1-0'sI可 ps'

setltieENs(af,qf(pf,トqfi童 ]pS
となる｡

さて,現実の価格および数量データから,

-15-
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･f'･P;(-63･- 1),ps,∫
を求める手続は次のようである｡

(3.16′)より,

u,(q,)p,S [a,(S)(q,(S))]ps'afqrPs'- " p3qt!

および,

u,'q,)p,s luj'3'(q州 ,,P3iEZNsai(qf)-Psj- 1ieENsPiqi
が得られる.従って,

｡i(qf)-P Z p3qi

tEZNsa3(qf)-β3' 乙GENsPiqi
- ′′∴

ここで,wZ,S勘 第 5グ′レープの支 出の shareweightであるo即ち,

iEZNsWf･3- 1 forall s= 1,2,･･･.- IS

いま, Z! ≡｡f(qf)-P三とおけば,(3･18)は行列の形式で,乙JS

wj ･ Z) - o

(3.18)

(3.19)

(3.20)

となるOただし, W'Sは,すべての列和がゼロで,対角要素がすべて正,かつ,非対角要素がすべて

負である正方行列であるから,定数倍を除き,(3.20)は一意の半正値解をも･,Oその解をZ崇とし,
いま,

乙EZ:Ns Zf･S* - 1 (forall s- 1,2,･････-･,S)
と基準化すれば,(3.38)から明らかなように,

Z, * ≡ af(q3)-P̂f- W !乙▼S. 乙 I S

となる｡

いま,

∑α)-cs] (コンスタント)
乙∈Ns 乙

と仮定すれば,12)

-16-
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〈

â!- wi,S (qi')P 'Ci

から,P̂3が求まり,さらに,â:も求去る.
一方,(3.41)の基準化により,

弘)(C)(qj(s))- 1

および,

u'(q')- 1

となるから,(3.16)より,

pfIG3(q,冒-P̂3'1-i,piql'
が求まる｡

a:(qi)-p̂3'- Wて -8IS
を考慮すると,(3.23)は,

p-8,-- i,ti録 qH

(,･.1 ,I:

乙EZ:NsPiqi

ところが,

∫
SR P̂1- i

であるから,(3.24)より,

･- か,3'- 1'tsflieENsPfqH
従って, ljが求まる.この結果を(3.24)に代入すれば,

p̂S)-Iiacpfq31

(3.23)

(3.24)

(3.25)

13

となって, p̂'Cが求まるop̂'Sは,全消費支出のうち,第 S-商品群の支出の割合を示 している.一ヽ.
従って,これらの方法によ-て求めた ai,JgD', P̂'Cを用いて,Ejを表現できるo換言すれ
ば,14)

∫

E}= n
∫=1

ia s(αf)33'(pi)1-盲'
S

lea(-af)ac'(pi)1lq̂'∫
-17-



(vi) 効用函数 u'(q)がKlein-Rubin型のときのEjの決定

K】ein-Rubin型の効用函数は,

〟

u )(q)-∑α)log(ql-3ノ)ノ-1 乙 乙

と書ける｡ここで,

a'> 0,㌦:(<o)15'i

は subsistencelevelにおけるi財の消費量を表わす｡

計算によって,
〟

机 ノ - 8g.(p乙/pf)(αf/芸laf)
〟

が得られる｡-方,

E, - Mlnはpiqiluj(q,-a,(q,I, ) / 岩 plqf
であることに注意するならば,

〟 〟 〟 〟

E'- [真p乙Si'p'吾1αf]/ [邑pfsf+(1/l')真αi]
となる｡これを変形して,

N N N N

E'- [スノ真 pもSi+l'p'古Elα3]/ ll'LEIPfs3+∑ aて]:I-1i

E,- [星piS3/ 差pIqf']+ l畳 (p/p軸 1-(ifl 耐 / 鼻 3qi , i

となり,さらに整理すれば,

Ej- 〔(iS"IPiSi,+ l真 (pも/p l,Z fl は piT( qi'- 項 〕/岩 piqi
が求められる｡ただし,

zf -tp佃 -sf.,巨星 舶 一二三)
である｡ここで,

31- 0 (forall i)i
のとき,Eパま効用函数がCobb-Dougl｡S型である場合のE'と一致する｡
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(vii)効用函数 zL}(q)が Addi-log型のときのE)の決定

Addi- log型の間接効用函数は,

〟

u,I(m･P,-一夏lA:(p乙/-,af
と書ける｡間接効用函数に関するRoyの定理を用いると,

LV

q3-[A3α3(pf/-j)a3-.]/ [ Z Aてaf(pym,)a3 ]L-I t
〟

qi - [ Alaf(p/ 7n)α上1]/ [∑A'a3(p乙/7n)af]Z--IZ

である｡いま,

EJ4てα:(pi/m,)α:- 1
.〟

i-1 乙
と基準化して,

〟

Wて -(pfqi)/(真lPiqf)i

に注意するならば,

.aて

wI - A言αi (pi/m') ai,

が得られる｡一方,

uI' (m,P)- uI'(Tn',P')

から,

〟 〟

-=Ai(p/m)af--EAf(pZ/mj)αZi-I i-1
であるQこれを用いて7nを7n',Pf,piに関して解き,その値を品と表わすならば,
E''= 蒜/mj

となるO

Ⅳ 要約と今後の問題

前節では相似拡大的な効用函数のクラスの中から若干のなじみ深い函数型をえらび出して,E)

の決定とそのスペシフイケイションを叢諭した｡第2節の議論に立戻って考えると,われわれは

以下の問題に直面していることになるOまず(1.2)によって, i商品の価格が,

-19-



pと= (ヲ E'pfqi)/デqf･ 乙=1･.''.''-...1･"

と与えられる｡これに対して,第3節の議論によってEjは次のように効用函数のクラス相違に

従って特定化される｡

(4･1) (l,obb-Douglas5%

E'-早(p/p宮 W3- pfqi/亨p:qi
(4.2) CES函数

Ej-['p(af,I/.･3'(pi,P̂力+p̂j,/ (?(af,1/1･P̂''(p:･,?̂',.･P̂')]PTシ1+P̂j

(4･3) Bergson函数

E,-[畔 ,-(./3'il,(pi)T,Z'-.)/ (?(af'-(ln '-I,(p照 ,-1)]i") ijll

もしくは,

.E,- 早(p/pi)âi/'fâ三

(4.4) Minkowski-Hb'1der函数

Ej- [(p̂(pi,â'3~1)/(押 ,2'̂d-I)]â'&l
a- logwi/logqf

(4.5)ACMUS函数

Ej- 抽 ENs(-af/a'i(pi)1-aご')/FiA(a-I,Gi(pf･,.lah ]t'トâ'C1i3'S〈･ ′ヽ
a3-1/1+P's･p̂'O-i_=Z:NsPfqf/写(i孟 piqf)

(4.6) Klein-Rubin@&

E,･- 〔 (頼 ,再 (p£/p軸 - '-sf,1],Ep.fqf

zf-lp:I(qfl-:)i/写pi-(qf-91')

-20-



(4･7) Addi- log函数

E) - 品/ TTL]

これらの特定化において,各所得階層の商品別支出シェアの一定 (ACMUS型の場合は,さら

に商品群別の支出シェアの一定)が前提されていることを注意すべきであろう｡

また,前節で示したように(4.1)- (4.5.)のように特定化されるE''はいずれも第1節のデ

ータ行列によって与えられる価格-数量デーダによって決定することが可能であるQ

(1.2)と (4.1)-(4.5)のいずれか1つを連立させることによって,同じく価格-数量デー

タからp乙とE' を計算することができるoこの計算の可能性をさらに詳しく検討することは,

もっぱらコムピューターのア/レゴリズムの問題である｡しかし第2節でも言及 したように,もと

もとptと Ejを決定するア′レゴリズムは (1･4)ないし(1･5)の形式に表現する不動点の存在の

計算ア/レゴリズムを開発することに他ならない｡この側面の分析との関連もさらに今後検討を必

要とする話題であろう｡

注

*)この研究は筆者と鵜沢秀氏 (一橋大学助手)との協同研究の成果である｡とくに第 3節の計

算においては同氏の援助に負うところが多大であった｡記 して感謝の意を表する｡なお本論文

を引用せられる場合には筆者と同氏の連名で引用されることを希望する｡

pfq3
1) PJ→ 0のとき aJ→ となるO

一 三I･:･/'
i=l

Cdb-Douglas型効用関数の項を参照0

2)その詳しい手続は,Appendix参照｡

3) プライム(′)は,ベクトルの転置を示す｡

4)Karlin〔1958〕,Mckenzie〔1959〕参照｡

5)特に,P,ぅ0に対して,左!- W'となり,極限のCobb-Douglas型の結果に対応して乙 乙

いる｡

6)これは,Cobb-Douglas型の効用関数の場合に帰着することが示される｡

7) Karlin〔1958〕,Mckenziel1959〕参照｡

8) 星 ai- C' (コンスタント)と仮定してもよい｡
〟

9) ∑ â)- C] (コンスタント)としてもよい｡
乙-1 乙
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10) これは,CES型において,
a:--i,-♂.』α とおいたものに等しい｡

ll) H.Uzawa 〔1962〕,pp.295- 296･Theoreml,Shephard 〔1970〕,pp･131- 139参照｡

ACMSUは,Arrow- Ohenery一MnhasI Solow- Uzawaの頭文字である0

12)iEZ:Ncaf- 1と仮定すると簡単である0

13)Nsがそれぞれ唯一の要素からなる集合のときは, CES型の結果に帰着する.

14)3]n≡
⊥ー/Vs~1+P}so

15)siの符号は任意であっても以下の議論に変更はないO
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